
第１７９号 
22500部発行 

月刊武松 
市政を考える 

たけまつ    ただし

武松 忠 
発行日  

１９/１/７ 

 たけまつ  ただし 

頒布責任者： 武松 忠(市議会議員) 
 

月刊武松 第１７９号  討議資料 

 基本計画の概要を示します。(素案は下QRコードで) 

 本市の公共建築物は、老朽化が進行し、今後多くの

施設が建替え等の時期を迎える一方、人口減少や少子

高齢化に伴う税収の減少や扶助費の増加等により、建

替え費等の財源不足が見込まれています。 

そこで、今後の厳しい財政状況の中、公共建築物に係

るこれまでの取組を踏まえながら、施設の安全・安心

な利用、持続可能な行政サービスの提供を実現するた

めに、複合化や統廃合を含めた施設

の機能・配置の適正化及び総量縮減

を図ることを目的として「小田原市

公共施設再編基本計画」を策定する

こととなりました。            
  

公共施設再編基本計画(素案)→ 

(１) 公共施設再編基本計画の概要（P.1～2）

 計画策定の背景・目的、計画期間、対象施設等を示

しました。 

 ・計画策定の目的 公共施設の機能 

 ・配置の適正化及び総量縮減 

 ・計画期間 2019年度～2046年度（２８年間） 

 ・計画対象施設 本市が保有し、又は管理している公  

  共建築物１９５施設 

(２) 公共施設をとりまく現状と課題（P.3～7） 

 本市の人口の推移、財政状況及び公共施設の保有状

況を分析し、公共施設の抱える課題をまとめました。 

(３)公共施設再編の目標・取組の方向性 

 小田原市公共建築物マネジメント基本計画(2017年

3月)における目標や取組に基づいて、財源不足約１０７０

億円の解消ほか公共施設再編の目標を定めました。 

(４) 公共施設再編の方針 

ア 施設分類別の再編の方針（P.11～36） 

 施設を15の大分類、26の中分類に区分して、施設

の老朽化、耐震性、劣化状況、利用状況、コストなど

を整理し、課題を捉えて再編の方針を定めました。 

イ 地域別の再編の方針（P.37～48） 

 市域を６地域（中央地域、富水・桜井地域、川東南

部地域、川東北部地域、片浦地域、橘地域）に分け、

１６０,１３０円 
情報公開の第一歩 政治資金を見えるようにします。 

印刷代(月刊武松印刷代)         ２５,２９１円 

交通費(駐車場、燃料代)        １１,９１２円 

通信費(携帯電話代､折込代､郵送代)１２０,４２７円   

支出計 18/12/1～19/1/6             １６０,１３０円 

 

寄付 Ｋさん             ５,０００円 

１２月の支出(図書､備品、慶弔、飲食除く) 

   公共施設再編基本計画公共施設再編基本計画公共施設再編基本計画   
財源不足財源不足財源不足   約１０７０億円を５００億円に約１０７０億円を５００億円に約１０７０億円を５００億円に         

人口推移、施設の保有量、自然災害リスク、将来都市

構造などを整理し、課題を捉えて再編の方針を定めま

した。 

ウ 広域的な施設の再編の方針（P.49） 

 サービス提供範囲を「広域」又は「市域」に位置付

ける施設を対象に、近隣市町の公共施設や広域連携の

現状を踏まえて再編の方針を定めました。 

(５) 再編効果の試算（P.50～54） 

ア 延床面積と長期保全費用の見通し 

 本計画を実施した場合の延床面積は、2046年度末

までに、－７万４７６６㎡（－１２.８％）。 

 また、長期保全費用は、現状1821億円を、2046

年度末までに1318億円（－５０３億円：－２７.６%）。 

 本計画を実施してもなお、約500億円の財源不足が

見込まれています。（17.８億円/年：9350円/人） 

イ 今後の課題 

 (ｱ) 長期保全費用の不足額（約500億円） 

 (ｲ) 旧耐震基準の建物の長寿命化 

 (ｳ) 建設物価の上昇  (ｴ) 投資可能額の減少 

ウ 課題解決へのビジョン 

 (ｱ) 更なる施設再編 

 (ｲ) 公民連携の推進及び管理運営の効率化 

 (ｳ) 財源の確保 

(６) 公共施設再編の進め方（P.55～58） 

 計画の進捗管理と計画の見直し、計画の推進体制、

再編跡地等の有効活用及び計画の対象施設としなかっ

た民間施設等との連携についてまとめました。 

(７) 短期的に取り組む主な事業（P.59～60） 

 公共施設の再編を推進するために、短期的（H31～

H38）に取り組む主な事業を位置付け、事業の視点、

事業概要及びロードマップを示しました。 

(８) 個別施設の再編のシミュレーション（P.61～78） 

 再編効果の試算に当たり、個別施設を機能と建物に

分けて短期及び中長期の再編方針を定めました。 

(９) 市民参加の試行（P.79～86） 

 計画策定と並行し、市内の２地区をモデルに実施し

た市民参加のﾜｰｸｼｮｯﾌﾟについて、概要、開催結果及び

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの成果の活用について示しました。 

                   裏面に続く 
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駅頭配布２０年になりました。（１９９９年１月から） 

武松忠議会報告会 

  日時  １月２６日（土）18:00～20:00 

  場所  おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ 会議室９ 

  テーマ 「公共施設再編基本計画について」 

  参加費 100円 終了後実費で懇親会を行います。 

 小田原市の2018年を振り返ってみます。 

個人的に順位付けしてみました。 

 見送りの理由を施政方針で市長は、「大きな事務

の負担を要する厳しい行財政改革と中核市への移行

に並行して取り組むことは困難であり、まずは基礎

自治体として、安定的に行政サービスを提供するこ

とのできる強固な行財政基盤を確立することを優先

すべきであると判断した。」と述べています。この

判断は、極めて賢明であり高く評価しています。 
 

 ４月１日の人口は、19万1325人、前年同月比

1531人減となりました。（月刊武松172号） 

人口増減の地域格差（月刊武松173号） 
 

 １６ヶ所⇒５ヶ所 併設の生涯学習センター分館等

2018年を振り返る も廃止 （月刊武松174号） 
 

 事業費最大225億円、2024年供用開始の予定で

す。2019年秋までに基本設計を行いますが、これ

はあくまでも現地再建が可能となった場合の想定

で、不可能となった場合は、新たに事業用地の取得

やその後の基本設計となるため、事業費の増大と、

供用開始の大幅な遅れが危惧されます。（月刊武松

175号） 
 

 実施設計完了間近。小ホールの袖壁の廃止で平土

間使用時の空間拡大等設計変更。 
 

  

 エレベータ定員増や用地取得の遅れにより供用開

始が2019年7月（3ヶ月遅れ）となりました。 
 

 ７月から供用開始の予定です。 

HP     twitter  facebook               2018  

主な施設の再編方針 
■集会施設 

・市民活動支援等施設は、市民協働や市民交流によ 

 るまちづくりの拠点として、計画的な維持管理を 

 進めます。  

・集会施設は、地域活動の場として当面の安全確保 

 に努めながら、地域への移管や地区公民館の活用 

 を含めて、公共施設としての位置づけの見直しを 

 検討します。  

・地域センターは、地域活動や生涯学習活動の場と 

 して維持し、計画的に維持管理を進めますが、今  

 後の利用状況やコスト状況を踏まえて、他施設と 

 の複合化や民間活力の導入等を検討します。  

・地域コミュニティ組織の活動の場について、集会 

 機能を有する施設の再編に併せて、民間施設の活 

 用も含め、機能の確保を検討します。   

■市民会館 

・市民会館は、市民ホールが開館するまでは必要最 

 小限の修繕を行い安全確保に努めるとともに、市 

 民ホール開館後は市民の安全を考慮して早期に建 

 物を除却します。  

・除却後の跡地活用を検討します。  

・市民ホールは、近隣市町の文化施設との相互利用 

 や機能分担等の広域連携、利用率を高めるための 

 利用促進の方法を検討します。  

■スポーツ施設 

 各施設の利用状況やコスト状況、類似施設の分布

状況等を踏まえて、統廃合や複合化、運営の効率化

広域連携の拡張、今後のあり方等を検討します。  

■観光施設 

 歴史文化・観光・地域情報の発信拠点として、国

内外の観光客を対象とした機能の拡充を図るととも

に、計画的な維持管理や運営の効率化を進めます。 


